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【課題の概要】 
本研究は、ラセミ化障壁のあまり大きくない動的キラル分

子の特性を利用して、ラセミ化を伴う動的な不斉誘起によっ
て光学活性体を得るものであり、光学活性ポリマーなどの外
的キラル因子との相互作用を利用するという特徴がある。本
研究では、得られた光学活性な動的キラル分子をさらに化学
変換することによって、多様な静的キラル分子を光学活性体
として得ることも目指している。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
光学活性キラル分子の調製法として動的不斉誘起を利用す

る点の独自性が高く、新分野を開く研究である。本研究の進
展により、多様なキラル分子が光学活性体として簡単に入手
可能になると期待される。 

 


